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第3回

[⽇ 時] 平成29年7⽉15⽇（⼟）18:30-20:30
[場 所] ⽯巻専修⼤学5号館 3階学⽣ホール
[テーマ] 世界に誇れる⽯巻地域にしよう - 発信 ! 未来へ - 
[使⽤したテキスト] 『耕⼈』 第2号.pdf
[活動内容詳細]
●塾⻑挨拶（⽊村塾⻑）
 数年前にブラジルで開催されたサッカーワールドカップで⽇本は初戦敗退しましたが、サポーターが
会場のゴミ拾いをし、⽇本の⽂化は素晴らしいと世界から絶賛されたことなど、⽊村塾⻑から紹介され
ました。

実践活動「あいさつ・清掃･ゴミ拾い」の意義について話を聞く塾⽣

●出会いのつどい 

班の中学⽣や⾼校⽣がふれあい、和やかな雰囲気で交流する塾⽣たち

●第１回耕⼈塾の振り返りと今回の活動の流れ（平塚指導委員⻑）
 プロジェクト「Ｋ」は、耕⼈塾のＫ、川開き祭りのＫなどです。川開き祭りは⽯巻地⽅最⼤のイベン
トですが、毎年ゴミの苦情が多く寄せられていることから、祭りの中で、「ゴミを減らす」ことと「で
たゴミを集める」ことを実践します。
【今回の活動】
1.「きれいな祭り」にするためのキャッチコピーを考える︕
 （ゴミを減らすための呼び掛けアピールとして）
2.「きれいな祭り」にするためのものづくり⼤会︕
 （でたゴミを集めるためのゴミ箱作り等に向けて）

https://koujinjyuku.jpn.org/
https://koujinjyuku.jpn.org/page_20180811090952
https://koujinjyuku.jpn.org/wysiwyg/file/download/1/167


 ＜ものづくり＞ ・エコステーションＭＡＰ、ポスター
         ・のぼり、旗、横断幕など  ･ゴミ箱

●プロジェクトＫ応援団から（⽯巻⻘年会議所の皆さん） 

私たちも「川開き祭り」に参加します

●「プロジェクトＫ」グループワーク
 わたしたちの誇り★⽯巻川開き祭り★クリーン･クリーン作戦会議

1.「きれいな祭り」にするためのキャッチコピーを考える︕ 

キャッチコピーのコツを教えていただいている塾⽣
（株式会社 電通のコピーライター鈴⽊恵⾥⼦⽒から）

・各班で作成したゴミを減らすためのキャッチコピーをお互いに紹介し合いました。
・塾⽣同⼠が審査員になり、多数決により、「ゴミ箱あるっちゃ︕︖」と「ポイポイ捨てずに ホイホ
イ拾おう︕」の２つに決定。



2.「きれいな祭り」にするためのものづくり⼤会︕ 

ゴミ箱づくりに取り組む塾⽣       エコステーションＭＡＰづくり

ゴミ箱を背負って移動できるように⼯夫  塾⻑もゴミ箱づくりに参加

●振り返り・まとめ 

今⽇の活動を川開き祭りの実践活動につなげることを確認
 
●「⾃分のふるさとのよさをＣＭにして発信しよう︕」
 ・プロの考え⽅を活⽤して、ふるさとのよさをＣＭにすることの説明
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●次回の活動（『実践活動』，『プロジェクトＫ』）についての確認
 ・『実践活動』は、平成29年7⽉22⽇（⼟）7:30 ⼥川駅前
 ・『プロジェクトＫ』実践活動は、平成29年8⽉1⽇（⽕）
   集合場所︓エコステーション（⽯巻橋通り「⽯巻ニューゼ」前）
   集合時刻は後⽇連絡
 ・宿泊研修は、平成29年8⽉5⽇（⼟）-6⽇（⽇）＜校舎の宿＞さんさん館
   集合・解散場所︓⽯巻専修⼤学
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